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ABSTRACT
The console display system for the PF Linac consists of Ethernet and personal 

computer. The system was upgraded to increase the performance. The current 

status and OS/2 new system is described in this paper.

加 速 器 用 操 作 。表示系シス テ ム の ア ップ グ レ ー ド

1 . 概 要
放 射 光 入 射 器 2 。5G eV 電 子 線 形 加 速 器 の 制 御 系 に お け る 操 作 •表 示 用 ネ ッ ト ワ ー ク は 、 3 年 半 を 経 過 し  

安 定 に 動 作 し て い る 。1〕 システムは、 イ ー サ ネ ッ ト と パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ で 構 成 し て い る が 、 運 用 3 年 
で 種 々 の P艮界に達したため、従 来 の MS- DOSに加えて 1 9 9 0 年 よ り O S /2 の 運 転 を 開 始 し た 。 これによりシ 
ス テ ム 増 強 、機 能 強 化 を 図 り 、加 速 器 モ ニ タ ー ス テ ー シ ョ ン と し て 常 時 監 視 運 転 を 行 い 、DOSステ一ション 
に ア ラ ー ム を 出 し て い る 。 1 9 9 1 年 は プ ロ グ ラ ム レ ス 加 速 器 制 御 シ ス テ ム を 計 算 機 上 で 試 作 し て い る 。 これ 
らについて報告する。

2 - 制 御 系 と 操 作 。表示 系 の 構 成  
L IN A C を 制 御 及 び 監 視 す る 操 作 •表 示 系 と し て 、独 立 セ グ メ ン ト の ネ ッ ト ワ ー ク を 構 成 し て い る 。2 ) 制 

御 系 は ミ ニ コ ン ピ ュ ー 夕 一 （MELCOM、 9 台 ）と そ の ネ ッ ト ワ ー ク （L〇〇P - I ) 及 び CAMACインターフェイ 
スで構成され、更 に 、 CAMACからL〇〇P - I I 、LOOP- : [エエのループネットワークを核に数百台のデバイス• 
コ ン ト ロ ー ル 用 マ イ ク ロ プ ロ セ ッ サ ー を 接 続 し 、 分 散 処 理 形 態 を と っ て い る 。 オ ペ レ ー タ ー は 、L〇〇P -エと 
ゲ ー ト ウ ェ イ を 介 し た イ ー サ ネ ッ ト （D S L in k ) 上 の パ ソ コ ン か ら 、加 速 器 各 部 の 操 作 や 状 態 表 示 を 行 な う  
事 が で き る o (図 1 )

操 作 •表 示 系 の D S L in k に お け る パ ソ コ ン は 、加 速 器 オ ペ レ ー タ ー 用 制 御 卓 に FM R50が 4 台 、 陽電子加 
速 器 副 制 御 室 に 3 台 、 光 源 制 御 室 に 1 台 、サ ー バ ー 、 ゲ ー ト ウ ェ イ 各 1 台 、 開 発 用 や 監 視 用 、CATV用 等 合  
計 約 3 0 台 が ネ ッ ト ワ ー ク さ れ て い る 。 又 、本 ネ ッ ト ワ ー ク は 、他 に 二 つ の セ グ メ ン 卜 を 接 続 し て い る 。 セ 
グ メ ン ト 間 は 光 ケ ー ブ ル で リ ピ ー タ を 通 し て 接 続 し て い る 。 これによって、制 御 室 の み な ら ず 数 百 メ ー ト ル  
離 れ た 居 室 に 於 て も 、制 御 室 と 全 く 同 等 に 加 速 器 の モ ニ タ ー が で き 、加 速 器 運 転 中 も ソ フ ト ウ ェ ア 開 発 等 が  
可 能 と な っ て い る 。 プ ロ グ ラ ム や デ ー タ フ ァ イ ル 及 び デ 一 夕 ベ ー ス は 全 て サ ー バ ー に 格 納 し て い る 。各パソ 
コンは、 ネットワーク上で立ち上げられた際に、加速器制御用プロ グ ラ ム や 初 期 値 を サ ー バー か ら ロ ー ド し 、 
RAMデ イ ス ク に 常 駐 さ せ る 。従 っ て パ ソ コ ン 立 ち 上 げ の 際 に 一 時 的 に ネ ッ ト ワ ー ク の ト ラ フ イ ッ ク が 混 雑 す  
るが、 そ れ 以 後 は 殆 ど 混 雑 は 起 こ ら な い 。 パ ソ コ ン の 立 ち 上 げ は 、パ ワ ー オ ン か 、 リセットするだけで全て 
の 処 理 が 済 む 様 に 設 定 さ れ て い る た め 、ユ ー ザ ー は 何 も す る 必 要 が な い 。

3 • 開発環境
D S L in k 上 で は 、構造イ匕可能なHG B A S IC や 、Q u i c k —B A S IC 、MS—C、Q u i c k - C 、MS A s s e m b l e r 、 

M in d 等 マ ル チ 言 語 を 用 意 し て い る が 、加 速 器 の 制 御 。表 示 プ ロ グ ラ ム の 多 く は B A S IC で 記 し て い る 。 これ 
は、 イ ン タ ー プ リ タ で あ る 事 、多 く の 人 が 慣 れ て い る 事 で 生 産 性 の 向 上 が 図 れ る 上 、 デ ー タ の 保 存 性 が 良 好  
で 保 存 し や す い 等 の 理 由 に よ る 。多 く の ア プ リ ケ ー シ ョ ン は 絵 作 り や 操 作 入 力 が 主 で 6 、 7 割 を 占 め る 。 演 
算 や 処 理 速 度 を 必 要 と す る も の は 前 段 ネ ッ ト ワ ー ク 上 の ミ ニ コ ン ピ ュ ー ダ で 行 な わ れ て い る 。B A S IC の難
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点 は 、 プ ロ グ ラ マ ー に 対 し て の 自 由 度 が 大 き い た め 結 果 的 に 信 頼 性 の 低 い ソ フ ト が 出 来 上 が る 場 合 も あ る 。 
そ の 問 題 を 解 決 す る た め に 、多 く の モ ジ ュ ー ル 化 サ ブ プ ロ グ ラ ム を 用 意 し 、 ユ ー ザ ー に 提 供 し て い る 。

開 発 作 業 の 大 部 分 は エ デ ィ ッ ト 作 業 で あ る の で 、使 い 易 さ と 高 い 開 発 生 産 性 を 実 現 す る た め 、 エディ夕は 
M i f e s 、RED++、F i n a l 、B r i e f 等 を 自 由 に 選 択 で き 、その他、E x c e l 、dB A S E エエエ等アブリケーシヨ 
ン 各 種 も 運 転 に 利 用し 、 ネ ッ ト ワ ー ク 還 境 を 良 く し てい る 。加 速 器 運 転 用 の プ ロ グ ラ ム は サ イ ズ を 各 々 10k  
バ イ ト 程 度 以 下 に 抑 え る 方 針 を と っ て い る 。 （A 4 サ イ ズ で 4 枚 程 度 以 下 。 ） これによって保守性が良好に 
なり、 プ ロ グ ラ ム チ ヱ イ ン に よ っ て 画 面 や プ ロ グ ラ ム を 切 り 替 え る 際 に 高 速 に な っ て い る 。 通 常 、 運転用 画  
面 （プログラム） の 切 り 替 え に 要 す る 時 間 は 3 秒 程 度 で あ る 。 メ イ ン テ ナ ン ス 用 プ ロ グ ラ ム は 呼 び 出す の に  
更 に 時 間 の か か る プ ロ グ ラ ム が 多 い が 、運 転 用 画 面 は 切 り 替 え 時 間 が 高 速 に な る よ う 工 夫 し て い る 。
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図 1 制 御 系 と 操 作 •表 示 系
4. O S / 2 に つ い て

O S /2 の 採 用 に 至 っ た 経 緯 に つ い て 、次 の 様 な 事 由 が あ る 。
• よ り 広 大 な メ モ リ 空 間 を 持 つ 。富 士 通 の M S-DOSでは、 メ モ リ 空 間 の 限 界 が 7 8 0 k B で 、大きなプロダラ 

ム や 複 数 言 語 を 混 在 運 転 す る 時 に は メ モ リ 不 足 に な る 。 O S /2 ではダイナ； ックリンク機能によりメモリ 
を 有 効利用できる。

• マ ル チ タ ス ク で 、 タ ス ク 間 通 信 機 能 が 数 種 類 あ り 、操 作 は マ ル チ ウ ィ ン ド ウ を 可 能 と す る 。
• MS- DOSでのファイル数制限の解決。 （現在まで開発されたファイル数 3 50本 、DOSでは最上位2 5 6本 迄 ） 

上 記 種 々 の 問 題 点 を 最 小 限 の 変 更 で 解 決 す る た め に OS /  2 を 採 用 し た 。 OS /  2 が 提 供 す る 開 発 環 境 を 利 用 で  
きる事や、既 存 の MS- DOSのプ ロ グ ラ ム を 継 続 し て 使 用 で き る 等 の 利 点 が 大 き い 。

5 » 今 後 の 方 向
現 在 O S /2 ス テ ー シ ョ ン に て 電 磁 石 系 の 監 視 プ ロ グ ラ ム を 動 作 さ せ て い る が 、 汎 用 監 視 プ ロ グ ラ ム ツ ー ル  

を 構 築 中 で 、今 後 の プ ロ グ ラ ム 作 成 負 担 を 軽 減 し よ う と し て い る 。 同 じ ハ ー ド ウ ヱ ア 上 で 比 較 し た 場 合 、 
O S /2 は マ ル チ タ ス ク 故 に 、処 理 速 度 は MS -  DOSの方が速い。 従 っ て 、 制 御 卓 で は 操 作 上 の レ ス ポ ン ス を 失



わ な い よ う に す る た め 、従 来 通 り MS- DOSを使用していく。 両 者 の メ リ ッ ト を 活 か し て 共 存 さ せ 、分 散 処 理  
を 従 来 通 り 進 め て 行 く 。

6 . ネ ッ 卜 ワ ーク 性 能
図 2 に 立 ち 上 げ 時 の 幹 ト ラ フ ィ ッ ク を 示 す 。 ピ ー ク で i i % 、定 常 運 転 時 で 約 i % で あ り 、 制 御 卓 で の  

通 常 運 転 時 の プ ロ グ ラ ム チ ヱ イ ン 、 デ ー タ 転 送 に 於 て 十 分 な 速 度 が 得 ら れ て い る 。 ト ラフィックが 2 0 % を 
越 え る と 操 作 時 の レ ス ポ ン ス が 目 に 見 え て 悪 く な る の で 、越 え な い よ う な 運 用 を 配 慮 し て い る 。 図 3 は 複 数  
の ス テ 一 シ ョ ン か ら の フ ァ イ ル 転 送 時 の ト ラ フ イ ッ ク を 示 し て い る 。

表 1 に は フ ァ イ ル 転 送 時 の ス ル ー ブ ッ ト に 関 す る 測 定 結 果 を 示 す 。DOSレ ベ ル で の フ ァ イ ル 転 送 に 比 べ 、 
B A S IC 言 語 レ ベ ル で は 、 ス ル ー ブ ッ ト が 下 が っ て い る 。 しかし、 通 常 、 プ ロ グ ラ ム 内 で の デ ー タ の 送 受 は  
1 k バ イ ト 未 満 で あ る 事 が 大 半 で あ る の で 、 十 分 な 速 度 感 覚 が 得 ら れ て い る 。 これらの高速化はハードゥェ 
ア を 速 い パ ソ コ ン に す る 事 で も 達 成 で き る 。 表 の 下 段 に 、T C P /I P で 現 在 使 用 中 の ワ ー ク ス テ ー シ ョ ン の デ  
一 夕 例 を 付 加 し た 。 （機 種 に よ っ て 異 な る こ と は 言 う ま で も な い 0 ) パ ソ コ ン は 高 価 、高 機 能 、汎 用 のワー 
ク ス テ 一 シ ヨ ン に 比 べ て か な り コ ス ト パ フ ォ ー マ ン ス が 良 い 事 が 注 目 で き る 。

サ 一 バ ー に フ ア イ ル 転 送

ス ル ー ブ ッ ト 転 送 元  — 転 送 先
M S D O S 1 5 0 k B / s (サーバー）RAMデ ィ ス ク ！ パ ソ コ ン (FMR)

レベル 7 0 k B / s (サーバー）ハ ー ド デ ィ ス ク ： パ ソ コ ン （FMR)

言 語 レベル 1 7 k B / s ( サ ー バ ー ) RAMデ ィ ス ク ! パ ソ コ ン （FMR)

他のw ， s 3 5 k B / s V A X  i N e X T

表 1 フ ァイル転送時のスループット実測

1 • まとめ
制 御 操 作 •表 示 系 の 現 状 と 機 能 増 強 と し て の O S /2 の 導 入 に つ い て 報 告 し た 。 高 速 化 、大 容 量 化 、低価 格  

化 と い っ た パ ソ コ ン の 進 歩 に つ れ て 、 全 す ます性能が向上し、使 い 易 さ が 改 善 さ れ て き て い る 。 パ ソ コ ン は  

ミ ニ コ ン に 比 ベ ネ ッ ト ワ ー ク 環 境 等 で ま だ 問 題 が あ る が 、 ス ケ ー ル ダ ウ ン の メ リ ットは 大 き い 。今 回 の シ ス  

テ ム 強 化 の た め の O S /2 導 入 プ ロ ジ ヱ クトは、今 後 1 年 く ら い に 各 種 必 要 な ソ フ ト 開 発 を 完 了 し 、安 定 な 実  

用 期 に 達 す る 計 画 で あ る 。
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